
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

今年も残すところあと1か月となりました。寒さが増し、空気の乾燥から風邪やインフルエンザ、ノロ

ウイルスなどの感染症が流行しやすい季節です。うがいや手洗い、小まめな空気の入れ替えなどをして

予防に努めましょう。 

今月のめあては「寒さに負けない食生活を送ろう」です。食事や睡眠をしっかりとって、風邪をひきに

くい丈夫な体をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りの和菓子「秋のようかん」が給食に出ました！ 

 文京区立の中学校 10校では、11 月 24 日の「和食の日」に合わせて、 

和食との結びつきの深い和菓子を給食で出すことになりました。本校では 

11 月 20 日（木）に実施しました。本郷にある御菓子司喜久月の栗田さん 

に和菓子作りを教えていただき、給食用にアレンジをしました。 

 「秋のようかん」は名前の通り、もみじの形をした生麩をあしらうことで 

秋らしさを表現しました。カップにようかんを流し入れ、透明の寒天（きん 

ぎょく寒天）でもみじが散っている様子を表現しました。これからも季節を 

感じられる和菓子を給食に取り入れていきます。 

 

 

 

今月のめあて「寒さに負けない食生活を送ろう」 

 

冬至は、１年のうちで最も太陽が低い位置にあるため、昼が短く、夜が

長くなります。昔は、太陽の力が最も弱くなる日とされ、この日を境に太

陽が生まれ変わり、運が向いてくると考えられていたことから、ゆず湯で

身を清め、邪気を払う小豆や、「ん」のつく食べ物を食べて「運」を呼び込

む風習があります。 

給食は、かぼちゃと白あんを混ぜて作った「かぼちゃまんじゅう」が出

ます。 


